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コ ンポスト中にお ける好熱轡 田菌問の相互作用とその 生態
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［背景・目的］環 竟中に は多種多様な細菌種が 生 凱 ．てい るが ，この 中に は培養が 容 易で はない 糸籀 重の 存在も知ら

れて い る。そ の要因の
一

つ として ，細菌問の 相互依存性が考えられ て い る。本研究で は，堆肥中に存在するこの ような

異種細菌との 共存下で増殖する薪規な細菌種を分離し， その 特 陸と分類につ い て解析を行っ た。

［方法・結果］活1野囎 糊巴の 平概 音養プレ ート（6G℃培養〉上 に お い て，大きなコ ロ ニ ー（細菌L）の周囲に存在する

ノJu ロ ニ
ー（細菌S）を見出した。こ の 細菌Sの 純粋分離を試みたが，増殖させ ることが困難 C’あっ た。そこで，細菌L と

共存し て培養したところ，細菌Sが増殖することが確認され鳥 さらに，細菌Lの培養液を添加した培地での増殖も可能

で あり， 細菌Sを純枠分離することに成功した 。
16S　 il）NA 配列による系統解析 の 結果 ， 細菌 しは既知の GeobCit］iZhes

stediotha7nophifus と判明した。
一

方，細菌sは Bacillales目に属して い る が，既知の 細菌種の 中で最も近縁で ある

伽 o鰡 伽 脚 め傭 との 相同率が 89％しかなく，新規な細菌種であることが推察された。細菌S は増殖の 最適温

度が 60℃ にある中等度好熱細菌で あっ た。また，増殖可能なpH 筵囲は，8．5付近 の 狒 ・範囲にしかなく，この ようなpH

環境を細菌Lが作り出して い ることも予想された。さらに，細菌Sの 16S　fDNA に特異的な PCR プライマ
ー

を作製し，さま

ざまなコ ン ポス ト中で の 細菌S近繍重の 検出を試みた結果 い くつ か のサンプル に 生 密することが明らか となっ た 。
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